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にも，2 種の若虫期における正確な同定方法の確立が必要である。これら 2 種について，全
齢期における若虫の形態を記載し，齢期判別方法，雌雄判別方法，種同定方法の確立を試み
た。 






以上の研究の結果，Tenodera 属と Hierodula 属の各種では，全齢期の若虫において齢期
判別と種同定が可能となった。Statilia 属の 2 種では，全齢期の若虫において齢期判別が，























審 査 報 告 概 要 
 
カマキリ類は農地でも害虫の天敵として機能するなど，一般によく知られた昆虫にもかか
わらず，若虫では種の同定はおろか同一種における齢期や雌雄の判別でさえ困難であり，雌
の成虫では生殖器の形態が未解明のため分類や同定に混乱が生じている。そこで，カマキリ
目の若虫および雌外部生殖器の形態形質を用いた種同定の方法の確立を目的とし，形態学的
ならびに分類学的に検討した。また，分類学的に問題があると思われる沖縄県大東諸島のハ
ラビロカマキリについて検討した。その結果，若虫において種同定・齢期判別・雌雄判別が
可能であること，雌外部生殖器は成虫の種同定に有用であること，ハラビロカマキリの大東
諸島個体群はハラビロカマキリの亜種として分類することが妥当であることが明らかにな
った。 
これらの研究成果は，昆虫形態学ならびに分類学，応用昆虫学の発展に寄与する業績と認
め，審査委員一同は博士（農学）の学位を授与する価値があると判断した。 
